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光 子 1 3×1010
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r乙- nlal+ n2a2+ n3a3 (nl,n2,n3:整数 )
と表わした場合,(2.20)は
完 納 収 -Kh)♂(E- .)
(2.21)
(2.22)
























































































































































































































































< 符 2> -J72ekBT両 kBT-_-____ _ _ _ _ ～ _一.
∫｡kBfTd甲 A(T-Tc )
(3.19)
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斜方相に移る｡ したがって,スピン系と結合しているのは巨視的歪みで, k-0のモ -ードであ
る.この場合も,T>Tcでの中性子散乱スペクトルから,k～(0･1,0,0)でのピークを見る
と,あくまでdoublepeakを保ちながら,T-Tcになるにつれ,ピークの間隔がせばまってい
くのがわかる｡つまり,CN一基の再配向の緩和時間は,TAフォノンの振動周期よりはるかに
早く,臨界現象はフォノンのソフト化の形でおこるoまさに◎の例であるo(図10参照)
確かに,解析して,CN一基の再配向の緩和時間を求めると,γ-0･73×1012sec~1となり,普通
のフォノンの振動数塩度の非常に早いものであることがわかる｡
以上,中性子散乱からの実例を述べた｡
- 174 -
